
徐學濟纏鍬 國帝都京

瀧
　

鞘
　 マ

ル
ク

ス
氏
鹸
剰
債
値
説
・
評
謝

・

我
邦

の
所
得
税

を
論
ず

・

奴
隷

制

と
賃
労
働
制

・

累
進

税

の
根
接

に
就

い
て

植
民

政
策
上
よ
り
観
た
る
委
任
統
治

・

小
作
制

と
小
作
法

肚

會

の
固
結

の
減

衰

:

「」
・

海
運

に
於

け

る
競
争

と
濁
占

・

蕾
尾
張
藩

に
於

け

る
地
割
制
厚

、
・

財
産
視
と
国
富
統
計

・

開
城
簿
記
の
起
源
に
就
て

法
學
鴇
士

田

島

錦

治

法
學
博
士

肺

戸

正

雄

法
學
博
士

河

上

筆

法
學
博
士

小

川

郷

太

郎

法
學
博
士

山

本

美

越

乃

注
學
櫨
士

河

田

嗣

郎

文
學
士

高

田

保

馬

法
學
士

小

島

昌

太

郎

農

學

士

奥

田

-

咳

.

法
學
士

汐

見

三

郎

.

注
射

士

大

森

研

造



小

作

制

ε

小

作

法
(
「
)

.

河

田

嗣

邸

～
.

一
、

小

作

制

一

般

し

土
地
。
所
有
ご
共
の
藻

・
晴

ご
が
、
刷
・
の
擢
饗

し
・
相
分
れ
、
土
地
・
所
套

喪

際
之
を
占
窟

用
す
る
者
ご
が
、相
分
れ
て
測

・
人
た
る
・
姦

、古
i

と

藷

國
・
之
を
見
る
.所
で
あ
っ
て
商

に

γ

…
シ
ヤ
。
震

。
説
け
る
が
㌍

u
黍

土
地
・
署

な
.　

の
は
、
個
人
を
藻

与

る
制
度
で
は
な

く
て
・
組

.

合
を
基
礎
窪
し
、
然
か
も
其
の
組
倉

於
て
は
、

芳

鯨

ボ
(舞

・
誓

員
　

慮

方
に
跡
客

組
合

員
。
葱

誘

凄

。
獲

.
に
依
て
、
.「
の
誓

毒

・
誓

上
蜜

・
巻

例
手

・
も
の
で
あ
る
議

し
て

、
。
眠
れ
る
組
貧

は
、
羅

麗

な
る
所
薯

・
…

で
、
國
家
守

蕩

羅

た
る
場
合
も
あ

る
け
れ
ぜ」

…
も
、
。
愈

人
や
私
。
人
た
る
場
合
を
・
て
並.通
手

・
.、き

劃
辛

・
獣

姦

量

蔀

ち
土
地
の
使
用

階
之
れ
。
あ
る
.
然
か
も
此
の
輩
穐
な
る
所
薯

最

用
誉

の
關
係
・
、
黍

至

地
所
有
・
關
・
て
互
置

…
間
。

り
相
悸

り
、
響

暮

す
る
に
依
て
甫
め
三

の
完

全
な
・
所
富

・
ゑ

き
ほ
・
の
も
の
で
あ
り
乍
ら

一
現
時
に
至
っ
て
は
、
名
義
上
・
所
薯

・
・
者
が
菟

・
完
余

・
誓

・
饗

そ
の
雲

霞

・
却
っ
て
借

漉

入
ε
し
逐

に
附
随
す
る
地
位
に
在
・
・
の
善

倣
・
五
・
こ
亙

　

…

葎

上
の
地
位
は
璽

く
規

小
作
制
、、小
作
法
(
こ
.

筆

・
巻

(肇

號

三

五
ニ

二
五

1)A・ 凹 ・・sh・11
,P・i・ ・ipl…fE、 。nomic, ,V。1..1.

London1393,n.7=q

9



駄

劃曇

一

斯
く
て
　
農
　

隷

謡

匙
ボ
髪

　
れ
、農
.

地
以
外
の
善

在
・
置

、
所
薯

箕

の
蕃

素

雪

・
一

り
・
其
の
輩

権
利
潔

や
は
.

妻

の
嬰

に
依
て
規
定
せ
ら
る
ミ

重

な

つ
充
の
で
あ
る
・
.

・

・
.

冤

も
角
小
薙

寒

　

霧

羅

・
・
所
有
ご
・
そ
の
置

の
畢

が
募

れ
冬

　

意

港

、
希

書

Σ
に
依
・
成
辛

る
も
の
で
あ
っ
・
、
所
纏

が
屡

・
甚

膠

に
攣

る
場
曾

於
葛

・

鱗
蕪
　　耀
　婬聴　辮

糧
籔

鵬　
.

。
、
。て
の
小
作
制
度
.、
し
て
の
墜

は
、
少

か
ら
ず
相
違

・
ざ

・
を
貨

。
響

薯

・
場
合

在

っ
て
は
・
所

謂
所
癌

な
、
も
。
は
、
辱

私
人
・
私
法
人
娠

響

・
れ
、
・
・
私
人
・
私
法
人

の
中
.に
於
て
虜

著

た

　鑓

糎

勢
藩

馨
齢師鱒

離

離
繋

鴇
棚姫

　に
謝
し
て
は
た
。
そ
の
。
濯

の
み
賦
興
せ
・
れ
、
從
・
薯

・
撰

・
、
器

・
・
私
法
關
係

に
止
ら
な
い
で
.

護

藷

係
ε
の
塵
別
・
立
て
難
き
も
の
浮

・
.
而
・
て
薯

・
場
倉

・
私
人
・
私
法

人
ε
並
む
で
国
家
や

.

村
落
團
膿
が
土
地
,
所
有
、
て
之
・
小
作
・
附
・
・
こ
募

・
・
.も

、
・
れ
…

場
倉

馨

る
小
作
制
度
の



騰

,
動
。
す
に
足
る
も
の
で
…

.
然
・
に
、
音
盤

霧

・
発

・
村
量

地
書

割
や
或
は
土
地
署

綱

や
。
下
に
於
。
る
小
作
制
に
至

っ
て
は
、
土
地
の
私
人
使
用
・
關
・
て

・
・
ζ

小
作
的
使
纏

の
み
賦
興
せ　

%

る
、
に
過
ぎ
な

い
で
、
私
的
所
有
制
の
下
・
於
け
・
小
作
制
の
如
-
、
私
聾

し
て
の
所
存
擢
憂

羅

嘉

へ併
鞍

簾

緋

　
　

　

る
　

の
は
、
　

勢

於
　

小
鶴
制

を
意
味
す
し

に
機

ら
ざ
る
輩

で
、
土
畿

有
制
・
下
・
於
・
を

欝

小
作
制
呈

・
て
は
・
奪

却

っ
て
蕉

業

に

…
封
ず

る
現
状

改
革
策

ε
し
て
、
致

へ
.ら

れ
る

に
渦
ぎ

ぬ
。

一
然
・
　

馨

制
王
地
欝

・
下
に
於
　

飽

打

て
も
・
現
今
　

行
は
れ
つ
一

難

穂

舞

舞

ド蒲
樋麺

熱
齢鞍

鐸
圃続
激

藁

に
せ
、
も
の
が
あ
る
。
從
て
其
の
雰

璽

禽

・
・
相
舞

量

つ
…

甚
だ
・
の
爵

を
書

す

べ

誌

縫

韓

解

るも
窪

いて　

試
む
る
華

は
　

の多
嘗

目
ギ

　
に
.せ
ゑ

擶

の
難

に
就
.
て
は
、
之
を
分
別
・
・
黎

を
試
み
謬

れ
ば

な
島

が
・
.落

そ
の
分
別
に
ろ

.

る
"
縫

小
糠

.
て
見
な
け
れ
ば
。
ら
噛
.
。
は
、
臨

響

議

霧

も
分
』
利
弊
之

'.

、

`

,



,

　
ホ
　
　

ぶ

　
ぬ
ニ

　

第
十
四
巷

(第

「
號
「
一
一
「入
)

一
二
八

穿

あ
る
。

嘘

の
問
題
に
閲
し
・
は
、
曇

・
、
　

作
　

・
　

は
ぎ

之
　

に
し
　

や
.

土
地

一
一
一の
所
有
ε
そ
の
鯖

ぶ

、
橿
響

・
・
毒

際
・
於
霜

分
れ

・
る
こ
歩

出射

る
も
の
で
、
　
　
が
　
も

。
A
.
理
で
否

磐

ら
ざ
る
を
得
な
い
か
・
、
是
輩

除
・

・
れ
・
・
を
得
な
い
齋

度
　

ご
主
張
す

る
.
.即

ち
馨

の
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、
響

土
地
薩

・
・
如
何
・
蕩

・
・
　

で
.あ

る
が
・
持
主

地
続

儲
蕪

雑
縫

　蝋
　難

窮

終

講
雛

搬漸鰭

麓

額

舞
鶴
鹸禦
融

瓢

鞭

縄

く
之
を
屡
止
し
て
、
土
地
の
所
有
ご
相
盗
ε
を
A。
一
不
可
分
・
　

せ
　

　

此
の
選

は
洵
・
尤
彙

・
・
が
・
然
・
此
難

論
は
　

響

改
蕃

レ
て
正
當
裁

き

に
止
り
、
累

。
現
歌
の
ま
＼
に
見
て
、
借

制
度

　

も
・
為

弊
・
致

・
を

す
る
場
合
に
は
・

「
歩
行

き

〆

.



…
過
ぎ
た
る
議
論
た
る
々
.発
れ
峨
.
侮
文
政
藩

・
馨

し
・
　

土
地
・
如
ミ

之
を
使
用
す

る
者
が
学

　賑認
藁

嚢

窮
抑砺
讐

翫
鐸

讐

舗
"蝉

一

漉

の
所
有
は

雇

羅

`
、
て
の
国
家
か
乃
詮

村
落
團
讐

如
・
が
毒

饗

私
人
は
た
～
そ
の
使

.

用
椹
を
。
み
有
す
る
制
度
の
如
き
も
翌

つ
不
饗

　

.
・
・
土
地
・
如
・
・
の
虜

有
聾

私
人
量

へ

略

る
註

蓉

理
で
否

警

ら
・
・
や
.
署

長

轡

が
一
の
百

分
の
薪

ε

て
私
人

に
與

へ
ら

る

N

難
蟹

饗
辮

　繍↓欝

　鱗
　　

一
然

し
私
は
弦
に
は
、
此
婁

入
っ
た
問
題
・
就

・
て
薯

・
ん
が
爲
め
に
此
稿
を
起

・
た
の
で
は
な

く
、
主
.

航
鍵

糠

篩
鰹
蹴鑓

難

ザ耀
舞

鱒
冠籠

あ

、
か
ら
、
以
下
・

y
先
づ
少
ヒ

、
小
作
制
度
の

禦

に
就

い
て
致

へ
ら
ξ

そ

の

利

弊

に

就

い

て

述

べ

る

こ

ε

」

す

る

。

小
作
制

ミ
小
作
法
(
ご

第
十
四
巻

(第

}
號

「
二
九
)

一
二
九

■



一

小
蒲

Ψ、小
作
法
三

筆

羅

璽

號

三

。
)

「
三
Q

而

て
之
を
致
ふ
る
特
、
小
作
人
は
土
地
・
所
爾

係
・
於
…

地
主
・
所
有
権
鋳

し
て
使
濯

を
孕

る

　鰐

羅

鰯
籍

眼師篇
雛

縁

騨
銀
鱗
鳳μ

入
の
有
す
る
輩

借
は
、、輩

作
な
・
ざ
・
普
募

小
作
・
於
て
竺

定
・
耀

を
有
・
又

「
定
の
葎

の
下

…
に
靠

れ
て
あ
る
黙
に
於
て
、
趣
を
異

に
す

・
の
で
・
・
.
厘

・
盆

質

小
作
制
寝

る
も
の
、
存
す
る

略

め
に
掌

る
堕

の
利
黙
は
、
・

・
依
・
髪

・
實
纏

薯

・
・
其

の
某

利
用

の
上
に
於
て
少
か
ら
ざ

一
る
便
宜
を
得
、
慕
.

を
.固
定
す
る
こ
・
な
と

て
、

.態

之
茎

・
覇

的
痙

堂

・
必
要

嶺

附
す
る
を
得

る
、
ご
之
れ
。
や

。
。
即
ち
、
自
作
舞

に
在

つ
・
は
、
新
た
呈

地
薄

ん
蕎

め
に
は
・
掌

や

一
定

の
.代

　・
を
彿
つ
で、
之
を
買
取
ら
夏

ば
・
・
書

、
豫
・
讐

・
者
・
砦

土
地
馨

こ
し
て
資
本
の

一
部

一
を
割
て
用
み
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
野
薄

・.
霞

其

の
土
地
を
揮

・
し
て
信
用

・
依
て
竜

代
金
を
調
芒

・

　之
に
蜀
し
τ
は
年
々

毫

の
利
子
酔
義

っ
て
行

か
ね
ば
・
畠

.
之
が
爲
め
旨

農

民
萎

の
畢

馨

王

に
甲
の
得

。
き
築

は
減
少
・
ぎ

。
冷
得

ざ
・
鐸
・
、
藩

馨

吉

菓

・
歪

す
る
髭

難

い
・
.特

認

の
や
,フ
に
、
土
地
・
繕

璽
、・
貴
・
・
を
致
・
・
慧

雫

・
在
っ
て
・
、
砦

土
地
代
啓

し
て
轟

は

議

て
固
定
す
る
某

。
額
は
、
常
に
綾

的
多
.大
・
・
ざ
を

得
・
・
で
、
察

羅

濟
・
之
が
爲
め
呈

行
き

廉

ぬ
皐

情
あ
る
こ
ピ
は
、
辱

認
め
ら
れ
た
る
事
實
で
あ
る
・

■



漁

る
に
小
作
馨

に
在

っ
て
は
、
雛

者
κ
る
聖

人
は
、
・
・
土
地
・
馨

し
・
の
栗

・
固
・
す
・
必
要

…

著

せ
な
い
蓼

に
、
港

用
・
得

養

蚕

之
を
響

・
経
堂

・
使
用
す

・
を
得
て
・
其
の
饗

を
し
て
出

覆

る
限
り
集
約
的
な
ら
し
む
・
を
得
・
も
の
.手

・
.
留

同

豪

の
某

を
以
て
し
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が
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(
一
)
.
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織
欝

離
籍

贈灘
癒

　縫

」　灘
響

難
胆繕

鰐
饗

畿餌蘇

　講

鬱

然
撫
鰍欝

鞍
欝

施欺

約

の
馨

し
て
居

る
期
間
内

に
於
て
、
・
夾
侍

尋

雰

・
共
地
・
利
用
・
て
・
其
間

か
ら
利
得
を
占

　

こ

毒

縮
縫

無
難
糠翻譲

駿
搬
套

鑛

腿晴

瀦
鐘

誕

羅
鰐
纏
難
馨

羅
慧

ほ笥

舞
踊縛

認
難
麟

馳
鳳簿
鎧
難

縫

無
恥

,
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や

北
ハ
の
輪
換
の
順
序
や
に
就

い
て
、
慧

を
蟄

・
嘉

せ
ざ
る
も
の
手

・
・
之
れ
人
葉

先
づ
利
己
的
な
る

…
を

以

て
並目
通

ε
す

る
限
り
、
叉
土
地

の
上

に
行

は

る

べ
き
改
.艮
の
如

き
が
、
や

、
久
し
き
年
月

の
問

に
徐

々
に
そ

協

果
を
表
は
し
徐
々
・し
増
す
金

鎚

・
於
・
の
み
甫
め
て
能
面

牧
・
れ
報
酬
さ
至

讐

の
も
の
乞

限

り
、
審

是
非
も
な
き
次
蒼

い
,お

詮

な
い
。
・
れ
ば
小
作
契
約
に
於
て
は
、
其
の
契
約
期
間
が
比
較
的
長

　毫

。
ら
れ
、
系

作
人
鐘

堂

必
要
手

・
た
け
の
某

を
有
し
て
景

、
農
業
書

し
て
の
籠

や
繍

　や
を
備

へ
・、居
・
場
倉

は
、
土
地
厨
薯

・
利
葉

・
人
・
利
讐

比
欝

・
土

警

・
易
　

一
第
守

喜

な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

フ
・
ン
、
デ

ア
、
多

・
の
如
き
は
、
+
二
・
年

よ
り
短
き
期
間

の
小
作
契
約

は
、
短
期
小
作
已

て
蕪

の
弊
害
の
起
島

か
・
..
き
を
説

い
て
居
る
。
そ
し
て
短
期
小
作
制
の
讐

は
・
小

振

問

の
短

ぞ

な
・
に
連
れ
て
、
箒

簸

的
・
罪

す
・
に
は
上
ら
な

い
で
實
に
幾
何
級
露

に
増
加
す

べ

τ

.こ
藻

、
短
期
小
作
制
辱

、
不
合
理
的
で
排
斥
す

べ
農

企
藷

撞

に
之

覧

・
・
ε
が
出
来
澱
嘉

言
し

を

.

て
居
、
。
惟

台

、
果
し
て
何
・
年
以
下
を
以
て
短
期
な
書

す

　
き
か
は
、
按
磐

の
暴

以
て
見

る
も
・
容

易

に
定

。
讐

こ
毛

あ
ら
・フ
が
、
兎
舟

、
小
作
期
間

が
短

か
け
れ
ば
短
か
い
ほ
ミ

小
作
人
麟

謂
掠
謹

癖

に
昭
島

-
、
共
著

呈

地
所
薯

最

つ
・
不
利
な
・
の
み
な
ら
す
・
長

講

上
ポ

之
を
見
る
も
・

王

地
生
産
力
の
枯
病

ぜ
誘
ひ
易
-
し
て
、
不
利
霧

・
べ
き
・
昌

容

易
・
認
め
得
ら

る
岳

な
り

与

る
・

次
に
小
作
制
度
犀

ふ

雇

的
讐

量

ら
・
べ
き
所

の
も
の
は
、
小
作
契
約
の
行
馨

～
に
就

い
て
・
其
の

小
作
制

暴

作
法
(
ご

.

鋪

+
四
悪
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一
號
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小
作
制
ご
小
作
塗

)

:

筆

羅

(笙

號

;
酉
.

一
三
四

　饗

繋

瀦

攣
瑞雌蝋灘

蝋蕪

響

艦

船軽

速

撃

.。
問
要

し
て
燐

・
之
を
見

つ
易

・
所

の
、
所
謂
小
作
人
問
嬰

・
も
?

纏

を
見
る
に
至
る
を

.

誉

得

ぺ
か
ら
ざ
る
。
ご
之
で
あ
る
。
小
作
契
約
・
内
寄

關
す
・
詳
細
の
議
論
・
後
・
之
姦

・
た
・
患

ふ

ポ

コ

き

カ

ご
も

カ
く
そ

の
内
容

を
形

造

る
諸
多

の
第
,項

に
關

し

て
、
地

主

ご
小
作

人

こ
の
利
害

の
相
反

す

る
も

の

N
少

か
ら
ざ
、
を
得
ざ
・
こ
ご

Σ
、
從
て
そ
れ
が
矯

め
に
両
當
響

間

掻

・
の
問
題
叢

生
せ
し
め
・
龍

か
も
そ
の

識
鐙

踊
糞

鍵

撫旺華

鎌

鱒
難

飴鍛

造

・招
ず

ら
必

要

こ
す

る
に
至
る
な
き
を
も
保

し
難

き
も

の

是

震

す

・
の
恐
あ

・
・.・書

け

は
・
此
所

に
之
を

三

百
し
て
置
か
ね
ば
な
ら

駐

尤
も

百

に
小
作
制
度
ε
轡

ら
・
革

・
在

っ
て
も
、
後

・
之
を
明
か
宇

べ
・
が
如
↑
・
種
々
の
類
別
の
.

.

認
む

べ
き

あ
、
、
從
て
所
謂
小
作
人
の
地
位
・
聞

し
て
も
、
之
を
純
然
た
・
企
萎

寛

得
ら
る
べ
き
制
度
も
あ

み

、
之
を
企
萎

・」
見
.雰

働
者
.見

・
を
以
'」
適
當
手

・
制
度
も
舎

、
決
し
玉

響

戦

讐

こ
巌

㎜
自
蹴
る
ぺ
か
ら
ざ
・
超

畢

・
.
・
・
て
小
・
人
・
地
位
が
・
麦

・
・
舞

上
の
魔
力

・
強
く
て
・
純
然
　

企
業
吝

し
て
,
地
華

峯

の
關
係
に
め
・
如
・
制
度
の
下
・
於
て
・
、
小
作
料
其
他
小
作
契
約

の
内
容

を
形

●



遷

る
藩

に
閲
す

。
奮

著

聞
の
利
害
反
響

藷

・
・
隼

・
問
響

は
・
そ
れ
は
純
然
砦

企
茎

の
問

鯉
鍵
盤
繰
隔
側糠
蕪
鍵

鋒
藁

胤熱

望

低
く
、
ラ
、の
欝

劣

窄

し
て
、
小
作
人
・
企
萎

・
…

の
幕

・
有
芋

・
た
y
讐

欝

蓼

豪
建
終

加
齢
郵
樹影

蠣
翻
静
難

麓
獅馨

.

多
、釜

.経

て
小
作
人
の
生
活

に
關
係
・
、

・
の
肚
會

叢

ぴ
・
.纒
濟
去

鐙

に
關
脇
毛
・

一
の
労
働
問
題
ε

、
。
、
從
麦

み

墨

・
る
肚
禽

饗

し
て
、
甚
だ
複
雑
・
・
馨

・
有
・
・
叉
そ
の
蟹

の
困
難

7窪

言

る
を
得

な

い
の
で
あ

る
。

・
れ
ギー

、
馨

・
・
　

　

・
中
・
・
覆

毒

念
に
　

題
を
醸
し
つ
一

所
の
も
?
.

存
在
し
、
特
に
多
奮

に
之
を
躍

に
す

・
・
が
如
C
、
我
・
・
察

・
當
…

た
る
に
於
て
は
・
斯
か
る
難

　綴

叢

生
せ
、
む
る
間
際

ぜ
有
す
る
小
諸

度
・
・
…

、
大
・
　

讐

・
笙

も
の
た
る
を
・
思
は
な
.

～
い
鐸
に
は
行

か
瀕
の
一で
あ
る
.
・
。
て
此

の
讐

・
俘

・
磐

、
小
作
制
・
・
芒

て
・
或
呈

鞍

艮
の
蕩

喚

、
れ
、
或
は
之
が
制
度
窪
し
て
の
農

・
奏

…

葱

・
委

そ
の
爲
め
に
又
多
あ

難

晶

…
策
ε
時
代
的
努
力
ε
の
要
求

さ
る
Σ
あ
る
こ

ξ

、
先

づ

雇

論

已

て
、
之
を
認
め
て
か
≧

な
け
れ
ば

な
ら

小
作
制
ぷ

窪

(.ご

第
十
四
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二
五
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五
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一
小
作
制

ず毒

法

・.ご

,

:

第
+
羅

璽

號

三

六
)

;

「六

ぬ

の

」
あ

・
.

馬

冒

活

は

一
般
。
に
小
稿

。
に
關
す
る
議
論
で
あ
る
が
.
そ
の
小
蒲

・
・
忠

・
、
之
・
壁

的
・
蜆
摩

る

　も
、
將
叉
之
を
現
在
に
於
け
る
諸
国
の
纂

の
土
よ
り
饗

す

・
も
、
幾
・

雰

類
・
認
・
…

…

ミ

前

.
之
を
票

。
し
莚

,
で
あ
る
。
此
所
段

小
作
制
度
の
壁

的
整

を
叙
す

・
必
要
・
な
い
か
ら
・
.そ
の
諸

…

爵

。
於
け
る
現
行
禁

野

就
い
・
饗

す
る
・
ξ

す
・
。
然
か
麦

そ
の
禁

廷

美

讐

姦

に
就

一
七

之
を
試
む
る
に
誌

て
畢

。

　「

翠

。
國
に
行
は
る

、
小
作
制
度
中
に
在

っ
て
、
・
箸

・
最
・
響

・
み
の
は
・
書

・
て
藷

に
行

　は
る
当
所

。
も
の
う
帽
で
あ
る
。
帥
ち
所
謂
有
期
小
作
制
で
あ

っ
て
、
小
突

繕

然
た
・
企
業
蒼

し
て
・
小
作

　馨

に
當
る
も
・
早

る
。
・
・
小
作
契
約
・
ぞ

は
文
書
を
以
・
正
式

最

結

ば
れ
・
小
作
の
習

・
小
作
料

三
、の
他
の
内
筆

項
・
閲
し
て
鏤

め
明
警

・
合
意
蓬

げ
・
置
・
、
・
の
代

之

混

作
契
約

の
成
立
し
た

　
羅
ゼ諜

讐

肋馨

闘騒
鯵

鏘
鏘
即謁麟

編
述拠

一

..・、の
小
藩

は
縫

務

・
以
・
牧
納
す
…

?

.
静
養

賢

俊
・
之
を
行
島

謂
金
箸

る
姦

て
原

則
.、
す
、
。
而
し
て
ρ
、の
小
作
料
の
額
は
.、
元
　

小
作
地

に
掌

・
獲

丞

給
あ

競
合

す
る
薙

如
何
に

9



…、

つ
て
多
少
は
。同
-
も
低
-
も
決
定
・
れ
・
の
…

が
、
・
・
理
塗

・
肇

写

る
所

・
～

カ
ー
ド
.-
流

…
。
地
代
之
れ
で
あ
る
.
彗

目す
れ
ば
、
當
該
鑑

が
蕩

生
産
力
・
於

・
算

耕
地
量

.・
て
享

る
毒

の
程

竣

に
依
り
、
里

蓋

に
封
ず
る
生
塗

の
蓋

の
争

・
そ
の
藷

だ
け
・
藝

。す
れ
ば
・
同

雇

霧

鉦

じ
・
掌

る
・
釜

・
着

だ
・
が
、
其
他
・
地
代
多

・
れ
…

以
て
小
作
料
の
理
論
去

正
霧

標
準

ご
爲
す

も
の
で
あ

る
。…

…

装

の
小
作
制
に
在

つ
で
は
、
小
作
人
縮

當
の
資
力
を
備

へ
・、
農
蓋

董

の
籠

を
有
し
・
所
謂

7
ア
】

一マ
i
.し
し
。
立
振
。
遣

っ
て
行
け
る
だ
・
の
人
物
で
め

つ
て
、
地

主
歯

し
て
峯

な
る
契
誓

書

π
る
に
足

る
。
け
。
著
た
・
を
働
手

脂

・
・
て
英
国

・
如

・
・
奮

て
は
、
鑑

莫

窒

得

な
つ
て
居
て
霧

を

.

形
造
、
、
然

か
、
相
當
に
大
霧

・
・
毒

が
多

・
の
で
・

・
か
ら
・
之
・

一
手
に
引
受
け
て
小
作
馨

を
爲
す

一
着
は
、
・
力
に
於
て
も
、
撰

の
能
力
・
於
・
・
、
之
・
爲
・
得

・
這

」る
だ
…

の
を
備

へ
て
居
　

て
は

　能
、
其
任
に
當
る
こ
墓

出
講

。
從
て
生
奎

・
必
零

す
・
欝

の
如
き
は
・
到
底
小
農
地
の
小
作
人
警

め

や
,フ
に
、
自
家
の
蕩

力
を
以
・
之
を
果
す
・
足

・
も
の
で
は
?

・
專
ら
癬

欝

に
依
り
・
自
己
は
冬

企
蓋

堂

に
必
要
・
る
指
導
塾

・
任
務
を
・
み
暮

す

・
を
以
・
例
手

・
・
從
て
砦

制
度
雫

に
在

っ

.

て
は
、
小
茨

の
生
霧

盆
上
の
利
得
・
、
企
業
爵

す

・
利
潤
・
包
含
し
(
所
謂
普
通
並
み
の
利
潤
)鍵

所
得

壌

ヘ
ニ
.る
玉
場
合

に
於

・
は
、
そ
は
所
謂
奪

餐

(
弄

…

　

・・
σ・
・臥
・・
三

た
る
も
の
与

る
・
要
す
る

小
作
制

.、
小
作
扶
(
こ

第

+
四
巻
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}
號

=
二
七
)

=
二
七

O

響



　
　
　
　

む
　
　
　

こ

ほ

、

第

+
四
巻

(第

一
號

=
二
八
)

田
三
八

　」に
小
作
人
が
純
.然
た
る
企
業

ご
し
て
、
賛
否

辮

蕩

妥

使
用
し
・
.・
聖

嬉

・
で坐

額
の
地
番

藩

.ひ
、
企
蓬

。
舞

。
屡

ぜ
[
身
に
引
受
・
て
以
・
撃

馨

・
任
・
當
・
も
の
た
る
こ
ビ
は
・砦

制
度

一
一の
醤

与

る
所
で
、
近
世
初
期
に
當
っ
て
詣

・
於
　

新
金
壷

禦

商
工

薯

・
依
{

b
も
却

っ
て
此

麹

鍛

鰭

鞭

せ
ら
れ
、
綾
で
起
る
。
き
商
工
企
業
に
射
し
て
典
範
を
垂
れ
た
る
こ
・
は
、.

混

種
の
灌

業
的
小
作
制
の
利
攣

・
所
・
、
・
・
最
・
董

・
・
参

し
て
は
・
地
主
は
.た
ゴ
小
作
人

一
に
向
つ
。
土
地
を
供
給
、
、
叉
.之
に
必
器

・
農
場
・
霧

を
供
給
・
、
土
地

豪

屋
あ

永
久
的
な
る
改
覆

、
一
緡
害

ぜ
駕
す
々
・以
て
足
り
、
脛
瞥

戻

車
・
審

小
作
人
差

・
・

.決

・
・
之
・
勤
・
て
監
叢

助
言
等

　落

す
の
必
要
な
く
、
地
菩

小
作
人
あ

問
雰

業
的
の
限
界
が
明
か
・
立
っ
て
居

る
こ
.芝

で
あ
る
・
從
て

一

　小
作
人
は
饗

上
に
於
て
は
地
主
に
翌

し
・、白
髪

・
意
思
享

蓼

を
以
・
之
を
行

ふ
こ
で鳶

來
・
望

獅

　難

饗

響

恥置離

籍

簿
鷺

抜
駈却配撚

.

　論
難

嚢

鑓

議
コ鰯魏

簸

畿

饗

貝輪

…
な

い
輩

で
、
比
熱
に
於
て
ボ

作
人
は
金
蓮

堂

有
利
爺

位
・
在
・
・
の
晶

ふ
紅

べ
ぐ
・
先
に
小
作

の

,



旬

の
和
熟
ご
し
て
、
痙
鞍
看
た
・
劣

・
、
・
定

某

・
勇

　

を
掌

る
の
必
要
な
き
を
以
て
利
攣

寝

綴

、
.、
を
雌
ぺ
て
耀
い
.
が
、
・
の
和
熟
は
此
種
の
　

の
下
・
於
　

　

　

泰

・

渇

れ
こ
も
叉
翻
て
之
を
考
　

、
農
事
饗

・
ぐ
蓼

肇

化
せ
・
む
る
.」
嘉

・
芒

て
塞

一
燈
の
利
猛
た
る
。
,
や
否
や
、
　

・
だ
鏡

今
霧

・
於
遽

企
著

て
利
潤
所
得
を
藪

ぐ
る
こ

驚
嚢

鯵
轟
難

ρ護
憲

羅

霧

響
露
鞭腰

強

ん
、、
す

る
傾
向
の
響

な
・。
際
な
れ
ば
、
農
・
・
衰
運
・
・
　

其
の
命
版
を
難

せ
ん
が
爲
め
に
は
・
之

[

.ぜ
し
て
成
る

。
く
企
藷

せ
、
・
す
、
寧

・
其
の
自
糞

欝

　

讐

・
保
存
す

る
を
以
て
得
讐

す

る
の
で

　
は
な

。
か
ご
.
ふ
・
、
ε
が
、
考

へ
ら

れ
泰

・
・

混

の
見
地
か
・
す
れ
ば
、
前
掲
・
饗

票

　

の
如
・
猿

島

く
農
鑑

婁

素
を
加
味
せ

「

め
、之
を
し
て
飴
り
に
計
算
的
・怯
ら
し
め
、霧

…

し
む
る
多

し
・
・
薫

よ
り
却
つ
.て
其
の
弊
簑

鰹
鰐

羅

鰭
蘇

蝋屈鱒

舞
鰐

㌦
隷

鳳"

.

。
曇

、
の
雇

主

・
制
轡

い
・
こ
・
の
み
で
・
そ
の
清
婆

は
饗

す
る

場
合

が
即
ち
両
者
間

の
紐

帯
.の

小
作
制
ご
小
作
法
2
)
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観
・錨

縫

一

にな
って居
る
属

隷

輩

罷
職
評

、
.
　

無

を
爲
ミ

る
を
賃

身

へ
ら
れ
る
わ
け
な
の
で
あ
る
.

農
業
の
強
味
は
、
明
確
に
む
の
経
醤
上
の
牧
支
が
計

騰

に
笙

し
得

・
か
享

、
之
・
鞍
・
喬

、
・
魚

得
・
打
箸

超
越
・
て
・
寧
ろ
葉

藁

む
`
い
ふ
こ

毒

範

藁

澹

『
U雑
嚢

論
結

礁

禍腓鞍

ら

る

N
に
至

る
を
避
け
難

い
こ

い
ふ
の
が
、
此

の
見
地

の
隷

て
立

つ
根
本

信
念

で
あ

る
②

昭

の
。
地
ば
私
見

も
之
を
・
す
・
所
…

て
、
積
善

・
世
・
・
誇
詮

足
る
ほ
ご
の
も
の
で
あ
っ
た
英

噛

に
諮

る
繋

が
、
過
去

籍

足
早

・
膠

暫

・
箏

ぺ
・
衰
頽
・
見
.る
に
至
っ
た
の
は
・
圭
已

て

　死

の
篇

。
企
業
主
義

の
大
勃
興
ご
嚢

磐

に
臠

す

・
も

・
ぎ

辱

・
・
從
・
政
藷

`
し
て
我
国
の
農

一

粟

の
如
き
が

、
斯
く
企
毒

し
行
～

・
.・、
は
、
攣

義

國
・
髪

を
し
憂

警

傾

か
・
む

る
所
以
な
2

信

埜

.
る
薄

外外
い
が
、
然
し
現
今
・
制
馨

し
て
、
書

し
て
英
国
昆

種
・
襲

藷

小
作
制
の
窪

す

る̀
こ

…
ご
は
、
利
害
や
肇

三

歩
先
立
・
・
屡

・
事
寒

・
・
て
・
事
實

`
し
乏

を
如
何
`
も
す

べ
か
ら
ざ
る
も

…
の
で
あ
る
か
ら
、
此
所

。
発

ゴ
其

の
制
度
窪

警

、
之
・
騙
し
霧

へ
ら
れ
る
利
舞

主
業

ご
を
明
か
に

す

乃

に
を
以

て
足

れ
リ

ピ
す

る
外

は
な

い
。

,



一
着
の
如
き
制
度
こ
し
て
肇

せ
る
凄

馨

赤
緯

唐

・
傍
、
英
国
に
在

・
て
は
・
語

る
翁

に
し
轟

「害
多
き
小
作
禦

、
需

に
聡

」
行
は
れ
、
含

蕎

・
止
・
盲

あ

で
あ
る
・
・
.F重

蜜

;

奪

ら

で

も
の
宅

あ
る
.
此
の
制
度
・
、
某

な
企

業
馨

の
才
能

・
な
く
£

三

努

努
働
を
以
農

馨

黎

羅
纏
の擁

壁

縢馨
繋
嚢

曙

蝶
雛

…
小
作
契
約
は
茎

ケ
月

・ゲ
章

位
習

已

て
羅

・
・
れ
る
も
の
・・
す
・
・
此

翁

度
は
從
て
企
讃

馨

し
て

擁
鰐

鍍

離

獣
嗣藷
赫

韓

矯
響

蜷
恥購

簸

鐸

鞭
雛

雛譜
儲録

鋭
鋒

越

訪
口器

嚇

て
特
に
芒

き
・
在
望

制
・
辱

行
・
・
ぶ

・
錠

其
の
農
業
農

暴

聾

を
し
て
・
終
に
叢

諸

其
極
に
達
せ
、
め
、
墾

的
な
る
慧

を
見
・
量

・
し
・
・
の
で
　

.
黍

瑠

方
…

他
國
に
多

虞

例
覧

る
や
・フ
に
、
五日
陸

、
土
地
機

薔

讐

ξ

の
共
有
で
あ
っ
た
・
の
ガ
・
三

ア
ー
ト
朝

…
に
至
。
て
塗

せ
、
れ
、
土
地
昊

抵
講

や
ウ
・
ル

・
の
農

・
弘
誓

な
つ
・
響

・
王

地
に
離
れ
た

薩

達
。
、
乳
に
離
れ
窃

見
・
や
-
に
、
終
.昆

・
滲
控

陥

つ
・
・
で
・
・
て
・
小
作
制
響

七
て
憂

も

小
作
制

ε
小
作
法

(
一
)

.
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小
作
制
ξ
小
作
法
(
「
)

　
ホ
　
お

　

　

　
　

こ

　
四

二

奮

ム
.、
る
制
度
ご
考

へ
ら
れ
る
焼
・
砦

制
度
を
生
・
量

・
・
の
で
…

其
・
難

聾

に
畠

親
里

義
の
欝

に
萌
せ
る
も
の
で
、
響

ぎ

の
運

馨

・
畠

撃

嚢

・
原
則
ば
か
恥

部
A懸

る
む

は
な

.

一
、
此

の
小
碓

制
は
實

に
そ
の
好

き
標
本
を
示
す

も
の

ざ
す

る
。

。
。
・。
.
な
る
蕎

・
、
本
来
桂

餐

ゑ

含
三

三

一

の
小
地
面
ご
を
賃
借
せ
る
器

応

を
意
味

す
。
も
望

・
…

だ
が
、
追
・
奏

浴

か
・
限
・
す
組
・
畠

舞

・
原
則

に
依
て
定
　

地
代
を
毒

。
契
約
。
下
に
小
蔑

・
潅

の
賃
借
小
作
・
寫
す
誉

蔑

す
・
…

な
つ
・
の
で
あ
る
・
暫

當
初
得

　に
於
け
る
資
本

。
整

・
爲

め
に
、
自
作
票

聖

・
小
作
人
・
が
、
蕩

誉

雇
入
ミ

に
當

っ
て
・
之
長

幣
欝

を
支
塑

を
不
便

こ
し
、
共
昏

に
小
霧

の
土
地
・
蓋

し
で
.
之

を
季
節
多

に
使
用
せ
し
め
た
の

が
、
此
。
制
度
。
療

で
あ

っ
て
、
欝

考
量

其
の
土
地

爵

・
て
轟

・

べ
彪

代
を
ぱ
幕

に
依
て
支
佛

、
一
ふ
。
暮

く
、
,其
の
幕

謬

額
だ
け
を
蕩

・
依
て
毒

す
・
・
ミ

な

つ
・
居
た
の
で
あ
る
・
さ
れ
ば
そ
の

竜

か
ら
隼

・。
牧
盆
は
、
地
代
・
辱

警

か
・
成
立

豆

・
を
得

・
C
、
地
代
・
し
・
地
主

・
轟

は
れ
た

み

譲

が
即
ち
欝

者
の
欝

所
得
に
當
る
次
.第
だ

つ
た
の
で
あ
る
・

一
け
れ
、、、
も
前
。

;

目
し
た
や
-
に
、
此
募

小
髭

聾

す
・
地
代
は
習

慣
接

て
定
.ま

っ
て
居
な
い
で
・

㎝
自
由
。呪
事
の
原
則
に
依
て
定
ま
る

、.
の
た
る
・
き
限
り
、
だ
y
之
に
封
・
・
需
蚤

が
供
給
あ

關
係

・
依
・

琵

ム
o
る
の
外
?

、
然
か
も
其
の
露

塵

村
合

の
増
加
の
爲

め
に
・
不
断
霜

加
を
示
す

べ
き
も
の
で
あ
る

,



穿

。地
代
璽
尚
は
年
ざ

騰
貴
し
.
つ
一

跨

決
定
・
霧

・
誌

を
形
造
る
も
の
ぽ
合

の
法
男

る
鼻

塞

ら
ゴご
る
.』
ご
Σ
な
る
。
即
ち
合

増
加
が
制
限

せ
ら
れ
ざ
る
墜

、
地

代
は
幾
ら
で
も
騰
貴
し
・
之
を
黒

に一

、放
任

9
れ
ば
、
終
に
蕃

土
地
の
牧
基

部
姦

釜

・
て
為

異

の
騰
貴
舅

を
止
・
ざ

る
も

の
穿

る
・

　
現
に
愛
蘭

の
海
岸
地
方
の
漁

民
や
北
部
地
方
の
機
織
人
や
の
借
用
せ
る
小
作
地

の
如

き
に
至

っ
て
は
、
此

の
實
例

を
、示
し
て
辱

こ
婆

・ら
れ
・。
の
で
あ
・
。
芒

此
鍔

冷

は
、
不
漁

の
場
合
や
不
景
氣
の
際
に

は
・
小
作
地

な

く
し
て
は
早
速

に
離

に
迫
ら
ξ

姦

れ
難

い
所

か
ら
、
卒
瑛

態
に
於
て
は
・
小
作
料
を
轟

ふ
は
・
土

地

塁

以
外
の
収
益
を
割

い
て
蓬

け
れ
ば
、
小
作
地
の
牧
盆
だ
け
で
は
足
ら
な

い
の
を

も
忌
む
で
乏

を
賃
借

小
作
す

る
の
已
む
な
姦

悪
に
あ

る
か
ら
、
か

・
る
歌
呪
を
ま
で
呈
す

る
に
至
っ
た
の
で
あ
翻
.
.

.

要
す
る
・
、
愛
蓼

い
へ
ば
僕

蔭

の
最
も
悪
・
誓

い
ふ
風
・
芒

知
ら
れ
て
居
b
・
嚢

ξ

峠.ヨ
.ε

τ

へ
ば
響

需

の
小
作
制

・
了
解
せ
ら
れ
・
ほ
ざ
、
此

の
制
度
は
糞

な
も

の
で
あ

っ
て
・
そ
の
讐

の
ほ
ざ

嘱

推
知
せ
ら
れ
・
の
で
あ
る
。
尤
も
斯
か
・
慧

は
我
國
其
他
・
於
て
も
例
外
的
に
は
之
を
見
る
を
得

べ
き
所
だ

け
れ
。
、
も
、
"
、れ
が

6

小
作
制
巳

て
そ
の

]
般
的
養

の
説

明
せ

ら
れ
・
場
合
掻

愛

蘭

の
状
態
が
常

に

本
舞
台

に
表
は
れ
來

る
次
第
で
あ
る
。
(
未
完
)

小
作
制
ε
小
作
陛

(
」
)

.
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